
令和８年熊本地震

派遣先被災地 熊本市
任務 避難所運営支援
期間 ８月６日から８月11日まで（第１クール）
危機管理室リエゾン２名
区役所３名（A班）＋ 区役所３名（B班）
※24時間勤務、第２クールで終了

派遣先被災地 八代市
任務 住家被害認定調査
期間 ８月19日から（第１クール）
危機管理室リエゾン２名
区役所６名



熊本市災害対策本部会議資料抜粋

大阪市
避難所支援

熊本市全域で被災
震度５強～６強
宿泊場所、市中央区（市役所付近で街中）
では特に大きな被害は見当たらず、日常生活
→ 10年前の熊本地震で被害を受けたことに
より耐震化が進んでいたか
住宅の老朽化や、耐震化が進まない地域に
おいて建物倒壊被害が多く発生



【嘉島町 イオンモール熊本】
発災後、消防機関が10数名
救出（うち死亡7名）
地元の上益城消防、緊急消
防援助隊（福岡県＋佐賀
県）が自衛隊、警察機関と
連携し活動。
LPガスの漏洩が爆発の原因と
言われており事故調査委員会
を設置との報道。

【八代市 日本製紙八代工場】
煙突が事務所の上に倒れ、瓦
礫に埋もれた状況で10数名が
閉じ込められ救出された（うち
死亡8名）
大型重機の投入は活動場所の
状況から困難なため、人力での
救助が進められた。
緊急消防援助隊（岡山県＋
鹿児島県）が活動。



熊本市災害対策本部会議資料抜粋

熊本市派遣
・自衛隊

・自治体（対口支援）
１都７県18市

・自治体（個別協定等）
１区12市２町
※8月6日時点



避難所支援
・弁当、水、支援物資等の配付
・施設内の衛生管理（清掃・ゴミ
の廃棄・消毒等）
・シャワー利用者への対応（受付・
清掃）
・定期的な巡回
・その他（テントの設置、段ボール
ベッドの作成等）

熊本市南区 アスパル富合（富合ホール）
▷文化活動や市民の交流の場、ホールや学習室、図書館が併設

施設に備蓄さ
れていた物資
は避難所設置
後に枯渇。
主にプッシュ型
の支援物資を
避難者の皆さ
んに配付。

被災された
方々へ
県や、市役所、
区役所からの
お知らせ。量
が多い！



熊本市南区のもう一つの拠
点避難所（火の君文化セン
ター）の様子。当時は、100
名以上の方が避難していた。

プライベート空間は、段ボール
を用いて作成、囲まれた空間
を好まない方々は私的空間
の設置はなし。

事前の災害協定により、
近隣の給食事業者が配
給も実施。

段ボールベッドの作成
段ボールに補強を入れ、
強度を確保。６つで１
セット（シングルベッド相
当の大きさ）

地元の企業から大量にキウイ
フルーツ（500個）の寄付。
毎食デザートにキウイ、一人
２つ以上？



【所感】

衛生管理 ◎
平成28年熊本地震において災害関連死が多数発生した教訓を踏まえ、保健師による避難所の衛生管理及び看護師による避難者の健
康管理が適切に実施されていた。また、歯科医師会による巡回が行われ、口腔ケアが提供されていたことから、保健・衛生面における支援
体制は手厚いものであった。

防犯体制 ○
被災県内外を問わず警察官による巡回が多く（1日2～3回程度）、防犯面における一定の抑止効果があると感じた。

避難者の確認・物資配付 △
高齢者等で自ら買い出しに行けない避難者に対し、支援物資（朝食・昼食等）の不足により十分な提供ができない場面が見受けられた。
あわせて、被災者であるものの避難所に滞在していない者への物資提供の在り方について検討が必要性を感じた。
また、避難者数が日々変動する避難所においては、プッシュ型支援物資の需給調整が困難であり、不足又は過剰供給となる事例が生じた。

避難所の運営 △
熊本市においては、他都市職員が避難所運営支援に従事しており、運営手法が施設ごとに異なっていた。避難所施設の位置や構造上の
問題もあり、避難所間で生活環境に差が生じている状況が見受けられた。
避難所の特性
従事した避難所（アスパル富合）は高齢避難者が多く、歩行困難者及び軽度の障がいのある者も見受けられたことから、福祉的機能の
比重が高い避難所であった。

行政サービス情報の周知 △
避難所内では、被災者向けの支援制度等に関する案内文書が事業別に掲出又は配架されていたものの、避難者からは「内容が複雑で
分かりにくい」「当該支援を知らなかった」等の意見が多数寄せられた。避難者の状況を丁寧に聴取し、必要な支援へつなげる（マッチング
する）ための人員の確保が必要であると感じた。

※ 熊本市南区においては、市内の他区と比較して被害の程度が大きかった。
一方、県南地域において大きな被害を受けた八代市及び宇城市等と比較すると、インフラが相対的に整備されていた
ことから、施設のハード面に関しては大きな課題は認められなかった。
また、支援物資は適宜配送され、支援業務に従事した避難所における生活環境（QOL）は概ね良好であった。



ありがとう 
ございました
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